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「
記
憶
の
日
」
─
ヒ
ロ
シ
マ
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
憶

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
、
ヒ
ロ
シ
マ
に
、
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。

　

一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
、
史
上
最
大
の
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
フ
ク
シ
マ
で
、
想
定
外
の
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し
た
。

‡
ヒ
ロ
シ
マ
の
記
憶

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
四
七
年
前
の
三
月
一
一
日
、
私
は
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
に
生
ま
れ
た
。

　

祖
母
も
、
原
子
爆
弾
（
原
爆
）
投
下
直
後
、
祖
母
の
姉
と
一
緒
に
甥
と
姪
を
捜
す
た
め
、
何
も
知
ら
ず
に
、
子
ど

も
を
背
負
っ
て
入
市
し
、
被
爆
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
な
く
、
甥
や
姪
は
原
爆
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
祖
母
の
姉
も
妊
娠
数
カ
月
で
、
母
の
従
弟
に
あ
た
る
生
ま
れ
て
き
た
赤
ん
坊
は
、
胎
内
被
爆

に
よ
り
重
度
精
神
発
達
遅
延
の
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
、
原
爆
と
い
え
ば
、
胎
内
被
爆
で
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
親
戚
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

こ
の
胎
内
被
爆
に
よ
る
精
神
発
達
遅
延
は
、
人
体
へ
の
「
確
定
的
影
響
」
と
呼
ば
れ
、
あ
る
一
定
の
高
い
「
し
き

い
線
量
」
を
超
え
て
被
ば
く
し
な
け
れ
ば
、
現
れ
て
こ
な
い
。
従
っ
て
、
胎
児
の
被
ば
く
に
つ
い
て
は
、
事
故
当
初
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か
ら
現
在
ま
で
の
外
部
被
ば
く
の
線
量
か
ら
判
断
し
て
、
フ
ク
シ
マ
で
過
度
に
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
参
考
ま
で

に
、
胎
児
の
障
害
発
生
の
「
し
き
い
線
量
」
は
、
一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
な
い
し
二
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
（
詳
細
は
、
第
４
章
を
参
照
）。

　

一
方
、
フ
ク
シ
マ
で
心
配
さ
れ
て
い
る
甲
状
腺
ガ
ン
や
白
血
病
と
い
っ
た
放
射
性
発
ガ
ン
は
、「
確
率
的
影
響
」

と
呼
ば
れ
、
被
ば
く
線
量
の
増
大
と
と
も
に
発
生
確
率
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
が
、
重
篤
度
は
被
ば
く
線
量
に
よ

ら
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
被
ば
く
線
量
が
顕
著
に
高
く
な
れ
ば
、
発
ガ
ン
の
人
数
や
ガ
ン
死
亡
率
も
明

確
に
増
え
て
い
く
が
、
低
い
線
量
の
被
ば
く
で
は
、
他
の
発
ガ
ン
因
子
の
影
響
と
見
分
け
る
の
は
、
低
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
極
め
て
難
し
い
（
詳
細
は
、
第
４
章
を
参
照
）。

　

た
だ
し
、
フ
ク
シ
マ
の
一
部
の
地
域
で
は
、
三
月
一
五
日
に
極
め
て
高
濃
度
の
放
射
性
雲
（
放
射
線
プ
ル
ー
ム
）

に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
量
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
を
直
接
吸
入
し
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
に
つ
い

て
、
最
重
点
で
注
意
深
く
調
査
し
て
、
健
康
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

‡
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
記
憶

　

で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
健
康
影
響
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　

一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
未
明
一
時
二
三
分
（
日
本
時
間
：
同
日
午
前
六
時
二
三
分
）、
旧
ソ
連
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
４
号
炉
が
暴
走
爆
発
し
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
周
辺
環
境
に
飛
散
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
放
射
性
降
下
物
（
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
）
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
な
ど
を
広
域
に
汚
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染
し
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
高
濃
度
に
汚

染
さ
れ
た
地
域
が
分
布
ま
た
は
点
在
し
た
（
図
１
）。

　

さ
ら
に
発
電
所
の
周
囲
三
〇
キ
ロ
が
居
住
禁
止
と

な
り
、
住
民
の
約
一
三
万
五
〇
〇
〇
人
が
避
難
し
て

移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［
１
］。
一
九
八
六
年
の
春

か
ら
夏
に
か
け
て
の
疎
開
者
は
一
一
万
六
〇
〇
〇
人

と
の
報
告
も
あ
る
［
２
］。

　

事
故
発
生
の
直
後
は
、
旧
ソ
連
の
報
道
統
制
に
よ

り
情
報
は
全
く
流
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
七
日
に

な
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
原
子

力
発
電
所
の
職
員
が
特
定
の
放
射
性
物
質
を
検
出
し

て
異
変
に
気
付
く
こ
と
と
な
り
、
翌
二
八
日
の
早
朝

に
放
射
線
監
視
モ
ニ
タ
ー
の
警
報
が
鳴
り
響
き
、
高

い
線
量
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
近
隣
諸
国
で
も
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
当
局
の
調
査
の
結
果
、
二
八
日
に
ソ
連

が
事
実
を
認
め
て
、
世
界
に
発
覚
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

図１　チェルノブイリ事故による汚染マップ（原発周辺）
出所：UNSCEAR 2000 report（http://www.unscear.org/unscear/en/chernobylmaps.html）をもとに作成

チェルノブイリ

キエフ

約１３０㎞

１，４８０kBq/m2以上の汚染地域：３，１００km2

５５５〜１，４８０kBq/m2の汚染地域：７，２００km2

１，４８０〜３，７００kBq/m2 ５５５〜１，４８０kBq/m2

３７〜１８５kBq/m2 ＜３７kBq/m2１８５〜５５５kBq/m2
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あ
と
が
き

　

筆
者
の
人
生
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
と
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
宿
命
的
な
関
係
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

原
発
事
故
が
発
生
し
た
四
七
年
前
の
三
月
一
一
日
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
に
生
ま
れ
た
。

　

一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
発
生
当
時
、
大
学
四
年
で
あ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
事
故
を
契
機
に
、
原

子
力
の
道
に
本
格
的
に
進
む
こ
と
と
な
る
。

　

大
学
院
で
は
、
原
子
力
工
学
を
専
攻
し
た
。
原
子
炉
か
ら
の
中
性
子
や
ガ
ン
マ
線
を
検
出
す
る
放
射
線
計
測
技
術

を
研
究
し
、
人
体
へ
の
影
響
を
測
定
す
る
線
量
計
の
開
発
を
通
し
て
放
射
線
防
護
も
学
ん
だ
。

　

二
〇
年
以
上
も
前
で
は
あ
る
が
、
学
生
時
代
に
研
究
開
発
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た
放
射
線
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
が
、
今
回
の
原
発
事
故
で
活
か
さ
れ
て
い
た
。
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
よ
り
、
原
発
周
辺
の
河
川
の
汚
染
状

況
を
広
域
に
分
布
測
定
し
、
河
川
の
汚
染
マ
ッ
プ
作
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
汚
染
水
タ
ン
ク
の
漏
洩
検
知

に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
［
１
・
２
］。

　

そ
の
当
時
の
研
究
室
の
助
教
授
が
、
原
発
事
故
対
応
で
、
官
邸
に
様
々
な
助
言
を
一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
内

閣
官
房
参
与
の
小
佐
古
敏
荘
教
授
で
あ
っ
た
。
小
佐
古
教
授
も
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の
同
郷
で
、
小
佐
古
教
授
自
身

も
被
爆
二
世
に
あ
た
る
。
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学
生
当
時
の
思
い
出
と
し
て
、
小
佐
古
教
授
は
、
論
理
的
で
、
緻
密
で
、
思
慮
深
く
、
精
緻
な
研
究
者
で
あ
る
一

方
、
毎
日
の
日
課
と
し
て
、
夕
方
に
研
究
室
で
学
生
と
談
話
し
た
り
、
学
食
で
の
夕
食
前
に
大
学
の
プ
ー
ル
で
泳
い

だ
り
、
気
さ
く
で
、
お
話
好
き
で
、
学
生
と
の
問
答
を
大
事
に
す
る
教
育
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
筆
者
は
、
東
芝
に
入
社
し
て
、
原
子
力
発
電
所
の
設
計
開
発
に
携
わ
っ
た
。
原
子
炉
の
温
度
・
圧
力
・

水
位
・
流
量
・
放
射
線
量
を
モ
ニ
タ
す
る
電
気
計
装
の
技
術
担
当
（
原
子
力
技
術
研
究
所
）
と
し
て
、
原
子
力
機
器

の
設
計
担
当
（
原
子
力
機
器
設
計
部
）
と
し
て
、
直
接
か
か
わ
っ
て
き
た
。

　

東
北
電
力
の
女
川
原
子
力
発
電
所
、
中
部
電
力
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
、
そ
し
て
東
京
電
力
の
幾
つ
か
の
原
子
力

発
電
所
で
、
定
期
検
査
に
係
わ
る
保
全
業
務
全
般
、
原
子
炉
内
の
機
器
設
計
、
検
査
技
術
の
開
発
な
ど
に
も
従
事
し

て
き
た
。
特
に
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）・
メ
ル
ト
ス
ル
ー
（
溶
融
貫
通
）
し
て
し
ま
っ
た
原
子
炉
底
部
の
炉

内
点
検
や
炉
内
構
造
物
の
検
査
な
ど
、
第
一
線
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
点
検
・
検
査
に
あ
た
っ
て
は
、
小
型
の
水
中

点
検
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
原
子
炉
内
の
狭
隘
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
技
術
の
開
発
も
担
当
し
た
。

　

ま
た
、
偶
然
に
も
、
原
発
事
故
で
注
目
さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
や
航
空
機
サ
ー
ベ
イ
な
ど
、
原
子
力
防
災
を
担
っ

て
き
た
原
子
力
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
（
原
安
セ
ン
タ
ー
）
の
事
業
も
経
験
し
て
き
た
。

　

た
ま
た
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
筆
者
に
は
、
原
発
事
故
の
緊
急
対
策
で
重
要
と
な
っ
た
オ
ン
サ
イ
ト
と
オ
フ
サ
イ
ト

の
両
面
か
ら
実
務
の
経
験
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
、
技
術
畑
出
身
の
国
会
議
員
を
目
指
し
て
い
た
。
二
〇
〇
一
年
に
東
芝
を

退
職
し
て
八
年
間
の
浪
人
時
代
を
経
て
、
三
度
目
の
正
直
で
、
二
〇
〇
九
年
、
衆
議
院
議
員
の
小
選
挙
区
で
初
当
選

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
奇
し
く
も
、
そ
の
当
選
一
期
目
に
、
運
命
だ
っ
た
の
か
、
神
の
い
た
ず
ら
だ
っ
た
の
か
、
福
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島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
大
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

　

事
故
発
生
か
ら
五
日
目
の
三
月
一
五
日
、
ま
た
も
や
偶
然
で
は
あ
る
が
、
菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣
と
大
畠
章
宏
国

土
交
通
大
臣
か
ら
事
故
収
束
に
向
け
て
、
別
々
に
、
私
に
直
接
の
支
援
要
請
が
あ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
そ
の
日
は
、
福
島
県
内
の
み
な
ら
ず
、
首
都
圏
ま
で
放
射
性
雲
（
放
射
性
プ
ル
ー
ム
）
が
流
れ
た

「
運
命
の
日
」
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
私
は
、
す
ぐ
さ
ま
、
近
藤
原
子
力
委
員
長
と
小
佐
古
教
授
に
連
絡
を
と
り
、「
影
の
助
言
チ
ー
ム
」
を

結
成
し
た
。

　

結
成
当
初
か
ら
、「
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」
の
存
在
を
指
摘
し
、「
最
悪
シ
ナ
リ
オ
」
の
作
成
に
係
わ
り
、
そ
し
て
『
年

間
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
』
の
見
直
し
を
求
め
る
な
ど
、
緊
急
対
策
の
根
幹
と
な
る
重
要
な
局
面
で
、
直
接
、
官
邸

や
関
係
省
庁
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
と
経
緯
か
ら
、「
原
発
事
故
対
応
の
真
実
」
と
「
放
射
線
防
護
の
正
し
い
考
え
方
」
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
な
が
る
「
フ
ク
シ
マ
の
再
生
」
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
、
本
書

を
記
し
た
。

　

小
佐
古
教
授
か
ら
も
、
以
前
か
ら
、
原
発
事
故
当
初
に
我
々
が
行
っ
た
活
動
を
、
未
来
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
形

で
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
た
。

　

原
発
事
故
か
ら
三
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、
朝
日
新
聞
社
の
木
村
英
明
氏
か
ら
当
時
を
振
り
返
っ
て
の
取

材
の
要
請
が
あ
っ
た
。
取
材
の
中
で
、
木
村
氏
か
ら
も
、
歴
史
的
な
価
値
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
本
と
し
て
残
し
ま

し
ょ
う
と
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、『
知
ら
れ
ざ
る
影
武
者
た
ち

│
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
、
四
五
日
間
の
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攻
防
（
仮
題
）』『
汚
染
水
と
の
闘
い

│
福
島
第
一
原
発
・
危
機
の
深
層
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
と
本
書
を
同

時
に
執
筆
さ
せ
て
頂
い
た
。
初
め
て
の
本
格
的
な
執
筆
で
あ
り
、
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
を
、
木
村
氏
か
ら
は
、
示
唆
に

富
む
提
案
や
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
献
身
的
に
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
。
木
村
氏
に
は
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
書
の
出
版
に
あ
た
り
、
平
木
滋
氏
、
久
保
泰
郎
氏
、
山
下
義
宣
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
、
論
剏
社
代
表

の
森
下
紀
夫
氏
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
平
木
氏
、
久
保
氏
、
山
下
氏
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
本
書
の
編
集
に
あ
た
り
、
森
下
氏
に
は
短
期
間
で
の
出
版
を
ご
承
諾
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
同
社
の
永
井
佳

乃
氏
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
森
下
氏
と
永
井
氏
に
は
、
迅
速
な
出
版
準
備
と
編
集
の
な
か
で
、
多
大
な
尽
力
と
心
温

か
い
気
遣
い
を
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

そ
し
て
、
本
書
は
、
最
新
の
放
射
線
防
護
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
記
す
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
勘
違

い
し
て
い
る
点
も
あ
り
、
小
佐
古
教
授
に
指
導
協
力
を
お
願
い
し
た
。
小
佐
古
教
授
に
は
、
事
故
当
初
か
ら
の
政
府

へ
の
助
言
活
動
も
含
め
て
、
本
当
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。

　

さ
ら
に
、
執
筆
の
過
程
で
、
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
そ
し
て
事
故
当
初
か
ら
「
影
の
助

言
チ
ー
ム
」
の
助
言
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
た
大
畠
章
宏
（
元
）
国
土
交
通
大
臣
、
原
子
力
委
員
会
の
近
藤
駿
介

（
前
）
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
以
降
に
報
道
関
係
者
か
ら
数
多
く
の
取
材
を
受
け
、
私
自
身
の
発
言
を
記
事
や
書
籍
と
し
て
残

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
事
故
対
応
か
ら
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
中
で
、
薄
れ
欠
け
て
い
る
記
憶
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
本
書
内
容
の
正
確
性
を
期
す
た
め
に
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
、
斉
藤
直
幸
氏
「
ベ
ク
レ
ル
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の
嘆
き

│
放
射
線
と
の
戦
い
」（『
福
島
民
報
』
二
〇
一
三
年
三
月
朝
刊
連
載
）、「
原
発
報
道
東
京
新
聞
は
こ
う
伝
え

た
」（『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
七
日
）、
船
橋
洋
一
氏
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
・
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
」（『
文
藝
春

秋
』
二
〇
一
二
年
一
二
月
三
〇
日
）
な
ど
は
大
変
参
考
と
な
っ
た
。

　

木
村
英
明
氏
ら
が
取
り
ま
と
め
た
『
福
島
原
発
事
故
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
２
０
１
１

－

２
０
１
２
』（
福
島
原
発
事
故

記
録
チ
ー
ム
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
事
故
当
初
の
１
号
機
か
ら
４
号
機
の
プ
ラ
ン
ト

状
態
や
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
運
用
状
態
を
政
府
関
係
資
料
か
ら
紐
解
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
て
、
本
書
で
「
フ
ク
シ
マ
」
の
方
々
へ
は
、
原
発
事
故
で
被
災
し
た
地
域
を
、「
福
島
」
で
は
な
く
、「
フ
ク
シ

マ
」
と
記
し
、
書
き
分
け
て
い
る
。

　

被
爆
地
で
あ
る
「
広
島
」
は
、「
平
和
都
市
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

単
な
る
原
発
事
故
の
被
災
地
で
は
な
く
、
今
回
の
原
発
事
故
か
ら
甦
っ
て
未
来
剏
造
的
な
地
域
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
し
て
将
来
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ら
に
国
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、「
フ
ク
シ
マ
」
と
書
き
分
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

現
在
は
、
徐
々
に
し
か
進
ま
な
い
除
染
、
大
量
の
放
射
性
廃
棄
物
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
汚
染
水
な
ど
、
多
く
の
課

題
や
問
題
を
抱
え
、
大
変
困
難
な
状
況
に
は
あ
る
が
、
日
本
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
フ
ク
シ
マ
」
の
地
で
、
新
し
く
輝
く
道
を
切
り
開
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
乗
り
越
え
た
暁
に
は
、「
未
来
剏
造
の
フ
ク
シ
マ
」「
不
死
鳥
の
フ
ク
シ
マ
」「
再
生
可
能
の
フ
ク
シ
マ
」

な
ど
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
「
福
島
県
」
全
体
も
風
評
被
害
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
面
で
は
県
全
体
が
被
災
地
域
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
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し
か
し
、
原
発
事
故
と
「
福
島
県
」
本
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
区
別
し
て
、「
福
島
県
」
本
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
戻
し

て
も
ら
う
た
め
に
、「
フ
ク
シ
マ
」
と
し
て
棲
み
分
け
て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
書
が
「
フ
ク
シ
マ
の
再
生
」
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
筆
者
も
微
力
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
引
き

続
き
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、「
フ
ク
シ
マ
の
再
生
」
と
「
大
震
災
か
ら
の
復
興
」
に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
多
く
の
皆
さ
ま
へ

の
敬
意
を
も
っ
て
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

二
〇
一
四
年
三
月
一
一
日
（
二
〇
一
七
年
二
月
二
日
加
筆
）

空
本
誠
喜

❖
引
用
・
参
考
資
料

［
１
］　
「
放
射
線
の
〝
線
と
面
〞
の
分
布
測
定

│
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」

▼http://fukushim
a.jaea.go.jp/initiatives/cat03/pdf/plastic.pdf

［
２
］　
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
福
島
」
№
53 

（
二
〇
一
四
年
九
月
五
日
）

▼http://fukushim
a.jaea.go.jp/m

agazine/pdf/topics -fukushim
a053.pdf
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